





んでいたことが明らかになっている 1。本稿で注目する 1966 年のシカゴ自由運動（Chicago 




























 A Reconsideration of the Chicago Freedom Movement 
























Christian Leadership Conference, 以下 SCLCと略記）やシカゴの活動家が住民の動員に力を入
れていたが、住宅差別問題からはマーティン・ルーサー・キング・ジュニア（Martin Luther 






（Coordinating Council of Community Organization, 以下 CCCOと略記）に加盟していた二つのグ
ループの活動があった。一つはアメリカフレンズ奉仕団（American Friends Service Committee, 






























































































































































































































































した事態を打開するために、彼はシカゴ宗教・人種協議会（Chicago Conference Religion and 
Race, 以下 CCRRと略記）に CFM側との調停役を依頼し、CCRRも 12 日に承諾した 34。
　8 月 17 日に市当局、CFMの代表団、不動産業者、宗教関係者、そしてシカゴの経済界を
代表する企業を交えた総勢 56 人の代表が出席して会議が行われた。会議はシカゴ・ノース・




Real Estate Board, 以下 CREBと略記）が黒人に対する差別的な対応を止めるのか、という点









































































































SCLC、CCCO、そして AFSCなどの中心的な三団体に加えて、その他 21 のコミュニティ団体
から構成されていた 48。しかし、これらの団体の中で「住宅開放」運動に積極的に参加した団
体は、ウエスト・サイド連合（West Side Federation, 以下WSFと略記）とチャタム・コミュニティ
組合（Chatham Community Organization）だけであった。WSFは SCLCを積極的にシカゴに勧
誘しており、チャタム・コミュニティ組合が活動するチャタムは黒人中産階級が多い地域で
あった。したがって、この二団体が積極的にデモ行進に参加したのは理解できる。他の団体




1966 年 10 月下旬に黒人コミュニティが集中するサウス・サイドとウエスト・サイドの黒人
住民に世論調査を行った 50。質問は「仮に住宅が開放された場合、郊外の白人居住区に転居
するつもりはあるか」というものであった。この場合、白人の脅迫や暴力といった人種差別
がないことが前提になっている。調査結果では 58.1 パーセントの黒人が、「より快適（more 
comfortable）」という理由で黒人居住区に住むことを好んでいた。質問対象の黒人の職種は、
ブルー・カラー職、ホワイト・カラー職、専門職、失業者であった。そのうち、ブルー・カ
ラー職では 74.1 パーセント、ホワイト・カラー職では 72.2 パーセント、専門職では 55.5 パー
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